
議案第１２号 

平成２９年度弘前市病院事業会計補正予算（第４号） 

（総 則） 

第１条 平成２９年度弘前市病院事業会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 平成２９年度弘前市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第２条第２号中「56,575 人」を「49,275 人」に、「97,600 人」を「87,840 人」に

改め、同条第３号中「155 人」を「135 人」に、「400 人」を「360 人」に改める。 

（収益的収入及び支出） 

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。 

収        入       

（ 科 目 ）        （既決予定額）       （補正予定額）      （  計  ） 

第１款 病 院 事 業 収 益   ３，８９５，６９３千円    △３３２，６９８千円   ３，５６２，９９５千円 

第１項 医 業 収 益  ３，５７７，６５６千円    △３３２，６９８千円    ３，２４４，９５８千円 

支        出     

（ 科 目 ）        （既決予定額）       （補正予定額）      （  計  ）   

第１款 病 院 事 業 費 用   ４，３７０，８２０千円      △７９，０７４千円   ４，２９１，７４６千円 

第１項 医 業 費 用  ４，２８１，８８８千円      △７９，０７４千円   ４，２０２，８１４千円 

  平成３０年２月１６日提出 

                                            青森県弘前市長  葛 西 憲 之 
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備品費減額

外 来 収 益 1,220,000 △ 140,834 1,079,166 外来収益減額

経 費 776,532 △ 5,752 770,780 委託料減額

3,562,995

医 業 収 益 3,577,656 △ 332,698 3,244,958

入 院 収 益 2,149,850 △ 191,864 1,957,986 入院収益減額

病 院 事 業 収 益 3,895,693 △ 332,698 

収益的収入及び支出

収　　　入

款 項 目
既決予定額
　　　(千円)

補正予定額
　　　(千円)

計
　　　(千円)

備       考

880,242

医 業 費 用 4,281,888

△ 73,322 

△ 79,074 

△ 79,074 4,370,820

材 料 費 953,564

項

薬品費、診療材料費、医療消耗

4,202,814

平成２９年度弘前市病院事業会計補正予算（第４号）実施計画

4,291,746

支　　　出

款

病 院 事 業 費 用

計
　　　(千円)

備       考目
既決予定額
　　　(千円)

補正予定額
　　　(千円)
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（単位 円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　　当年度純利益（△は純損失）

　　　　減価償却費

　　　　固定資産除却損

　　　　繰延資産償却費

　　　　退職給付引当金の増減額（△は減少）

　　　　賞与引当金の増減額（△は減少）

　　　　法定福利費引当金の増減額（△は減少）

　　　　貸倒引当金の増減額（△は減少）

　　　　長期前受金戻入額

　　　　受取利息及び受取配当金

　　　　支払利息

　　　　未収金の増減額（△は増加）

　　　　未払金の増減額（△は減少）

　　　　その他流動資産の増減額（△は増加）

　　　　その他流動負債の増減額（△は減少）

　　　　小計

　　　　利息及び配当金の受取額

　　　　利息の支払額

　　　　業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　　有形固定資産の取得による支出

　　　　繰延資産の取得による支出

　　　　投資活動によるキャッシュ・フロー

△ 7,159,000

平成２９年度弘前市病院事業予定キャッシュ・フロー計算書

（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）

△ 730,495,000

290,985,000

5,000,000

12,357,000

△ 14,696,000

11,602,160

2,016,859

1,500,000

△ 1,000

21,435,000

14,475,177

△ 4,826,507

△ 58,398,640

9,096,445

△ 447,108,506

1,000

△ 21,435,000

△ 468,542,506

△ 27,778,000

△ 10,979,000

△ 38,757,000
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３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　　一時借入れによる収入

　　　　一時借入金の返済による支出

　　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

　　　　リース債務の返済による支出

　　　　他会計からの出資による収入

　　　　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　資金増加額（又は減少額）

　　資金期首残高

　　資金期末残高

0

500,000

500,000

507,299,506

574,778,194

△ 97,479,309

△ 80,691,379

△ 144,012,000

254,704,000
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1

(1)

イ 土 地 472,534,938

ロ 建 物 3,672,643,748

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,408,171,150 1,264,472,598

ハ 構 築 物 37,574,600

減 価 償 却 累 計 額 △ 32,322,446 5,252,154

ニ 器 械 備 品 1,175,152,899

減 価 償 却 累 計 額 △ 952,344,866 222,808,033

ホ リ ー ス 資 産 775,706,324

減 価 償 却 累 計 額 △ 476,960,450 298,745,874

有 形 固 定 資 産 合 計 2,263,813,597

(2)

イ 電 話 加 入 権 1,107,509

無 形 固 定 資 産 合 計 1,107,509

(3)

イ 長 期 前 払 消 費 税 41,095,891

投資その他の資産合計 41,095,891

固 定 資 産 合 計 2,306,016,997

2

(1) 500,000

(2) 499,492,020

△ 9,343,735 490,148,285

(3) 78,740,644

貸 倒 引 当 金

平成２９年度弘前市病院事業予定貸借対照表

（平成３０年３月３１日）

（単位 円）

資　　　産　　　の　　　部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

流 動 資 産

現 金 ・ 預 金

未 収 金

貯 蔵 品
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(4) 752,000

流 動 資 産 合 計 570,140,929

資 産 合 計 2,876,157,926

3

(1)

イ

1,199,549,050

企 業 債 合 計 1,199,549,050

(2) 199,243,296

(3)

イ 退 職 給 付 引 当 金 763,014,020

引 当 金 合 計 763,014,020

固 定 負 債 合 計 2,161,806,366

4

(1) 574,778,194

(2)

イ

81,961,883

企 業 債 合 計 81,961,883

(3) 129,886,000

(4) 186,306,805

(5) 252,703

一 時 借 入 金

前 払 費 用

負　　　債　　　の　　　部

固 定 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

リ ー ス 債 務

引 当 金

流 動 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

リ ー ス 債 務

未 払 金

前 受 金
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(6)

イ 賞 与 引 当 金 98,401,000

ロ 法 定 福 利 費 引 当 金 18,233,000

引 当 金 合 計 116,634,000

(7) 17,891,403

流 動 負 債 合 計 1,107,710,988

5

(1) 186,602,336

(2) △ 40,822,387

繰 延 収 益 合 計 145,779,949

負 債 合 計 3,415,297,303

6 2,936,756,632

7

(1)

イ 受 贈 財 産 評 価 額 2,274,020

ロ 補 助 金 79,103,163

資 本 剰 余 金 合 計 81,377,183

(2)

イ 当年度未処理欠損金 3,557,273,192

欠 損 金 合 計 3,557,273,192

剰 余 金 合 計 △ 3,475,896,009

資 本 合 計 △ 539,139,377

負 債 資 本 合 計 2,876,157,926

資 本 金

引 当 金

そ の 他 流 動 負 債

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

資　　　本　　　の　　　部

剰 余 金

資 本 剰 余 金

欠 損 金
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会計に関する書類における注記

Ⅰ　重要な会計方針

　１　資産の評価基準及び評価方法

　　　貯蔵品　　　先入先出法による原価法によっている。

　２　固定資産の減価償却の方法

　　(1) 有形固定資産

　　　　・減価償却の方法

　　　　　定額法による。

　　　　・主な耐用年数

　　　　　建物　　　　　8年～50年

　　　　　構築物　　　 10年～40年

　　　　　機械備品　　　4年～15年

　　(2) リース資産

        ・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。

　３　引当金の計上基準

　　(1) 退職給付引当金　　

        職員の退職手当の支給に備えるため、当年度の退職手当の期末要支給額に相当する金額を計上している。

　  (2) 賞与引当金及び法定福利費引当金

　　　　職員の期末・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に

　　　属する分（１２月から３月までの４か月分）を計上している。　　　　　

　  (3) 貸倒引当金

　　　　債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績等により、回収不能見込額を計上している。

　４　消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。なお、控除対象外消費税等については、当年度の費用として処理している。

　　　ただし、固定資産に係る控除対象外消費税等については、長期前払消費税勘定に計上し、５年間で均等償却を行っている。
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Ⅱ　予定キャッシュフロー計算書関連

　重要な非資産取引

　　　当年度、新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産の額は、113,703,704円である。

Ⅲ　予定貸借対照表関連

　１　企業債の償還に係る一般会計の負担

　　　平成２９年度末貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものを含む）のうち、

　　一般会計が負担すると見込まれる額は1,281,510,933円である。

　２　みなし償却制度廃止に伴う経過措置

　　　平成２６年３月３１日以前にみなし償却規定を適用して減価償却を行っていた償却資産については、みなし償却規定を適用しなかったとし

　　たならば行っていた減価償却累計額から、既に行った減価償却累計額を控除して得た額を平成２６年４月１日において帳簿価格から減額し、

　　同額を資本剰余金から減額している。

Ⅳ　リース契約により取得する固定資産

　１　リース取引の処理方法

　　　リース料総額が300万円を超えるファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っている。

　　　リース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている。

　２　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額

　　　１年内　　1,440,564円

　　　１年超　　  526,770円

　　　　計　　　1,967,334円

Ⅴ　その他

　　　平成２９年度において、退職手当として 108,247,000円を支給するため、退職給付引当金 108,247,000円を取り崩す予定である。
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